
施工説明書

取扱説明書
屋外アプローチ手摺

施工業者様用

お 施 主 様 用

※この説明書には、使

用上のご注意等が記載

されています。

必ず説明書をお施主様

にもお渡しください。

工務店様へ 本説明書は、施工後必ずお施主様にお渡しください。

この説明書には、施工上重要な項目が記載されています。
施工の前によく読み、手順通りに正しく施工してください。

施工説明書本文に出てくる注意事項の部分は、施工前に注
意深く読み、よく理解してください。注 意

危険の定義とシンボルマーク
本施工説明書では【注意】を右の

ような定義で使用しています。

注 意

取扱いを誤った場合、使用者が

重傷を負う危険が想定される場

合および物的損害のみの発生が

想定される場合。

160201-IN-153ＴＥ-AP-STF

2016.2 現在

この度は、DAIKENの屋外アプローチ手摺をご採用いただき、ありがとうございました。
この取扱説明書は、いつでも利用できるよう大切に保管してください。

商品の保証について 
商品保証とは、保証期間、保証内容の範囲において故障が発生
した場合に、無料で修理をお約束するものです。詳しくは、下
記内容をご参照ください。 

■対象商品 
屋外アプローチ手摺
■保証期間 
製品施工完了後、2年とさせていただきます。弊社製品の施
工完了後に生じた、弊社の責任に起因する製品の不具合を、
無料で修理する期間としています。保証期間経過後の修理につい
ては、有料となります。 
■製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であっ
　ても保証対象外になります。

 

①建物の設計・施工に起因する不具合 
②施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不
　具合 
③自然現象・周辺環境等（※１）の不可抗力に起因する結露、
　腐食、反り、割れ又はその他の不具合 
④室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取
　り付けられたことによる隙間・反り・キシミ音などの不具合。 
⑤極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位に
　取り付けられたことに起因する不具合 

⑥建物自体の変形、入居後における増改築や改修等に起因する不具合 
⑦入居者又は第三者の不適切な使用又は維持管理等に起因する不具合 
⑧取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、破損、変
　形などによる不具合 
⑨経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚れ、さび、
　かび、劣化磨耗などの不具合 
⑩用途外に使用された場合の故障および損害（例えば、一般家庭用を業
　務用に、屋内用を屋外に使用された場合等） 
⑪犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキクイムシなど
　の虫害に起因する不具合 
⑫仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがなかった場合 
⑬保証期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申し出がなか
　った場合 
⑭製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能な事象に起
　因する場合 
⑮離島などの遠隔地への出張を要する修理をおこなう場合、出張に要す
る実費
⑯その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合 
※１：火災・地震・水害・落雷などの天災地変や、公害・塩害・ガス害
         や異常な高温・低温・多湿・過乾燥などの周辺環境 

手摺パイプ

支　　柱

・手摺パイプの破損、転倒

・手摺パイプの外れ、転倒・グリップ部のボルトのゆるみ、抜けがある。



必要工具（現場手配）

ベースプレートタイプ／埋め込みタイプ　共通必要工具

チップソー切断機 ＋ドライバー

〈手摺パイプ切断用〉

ステンレス切断用刃付

水準器 ヤスリ

埋め込みタイプ必要工具

コアドリル

その他、スケール・直角定規・スミ出し機などの計測機器があると便利です。

施工・取扱説明書

必ずお守りいただきたいこと

屋外用アプローチ手摺を長期間安全に使えるように施工するために、またトラブルのない確実な施工を
していただくために、以下のことを必ずお守りください。

施工上のご注意

●  必ず下地に十分な強度を確保できる地面に取付けてください。（※1）
　　（下地が不十分ですと取付けが不安定となり、けがや重大事故につながるおそれがあります。）　

●　商品に硬い物や重たい物をぶつけたり、落とさないでください。製品が傷ついたり破損するおそれがあります。
　　（表面にキズを入れると補修できませんので、取扱いにご注意ください。）
　　

●　この商品は、一般住宅用の屋外用歩行補助手摺です。（転倒・転落防止用ではありません。）
　　重大事故につながるおそれがありますので、他の用途へのご使用はおやめください。
　　

●　手摺の取付け後には、ぐらつきやガタツキがなく確実に固定されていることを確認してください。
　　

●　ガス管・水道管・汚水管の位置を確認した上で施工してください。
　　

タッピンねじ
なべ６×４０

ベースキャップ

28

φ45

支柱

28

φ45

Ｃ８×５０
オールアンカー

支柱

ベースキャップ

●　支柱を取付ける部分には、40mm以上の木質

　　下地が必要となります。

　　40㎜以上の下地が確保できない場合は取付

　　けできませんのでご注意ください。

●　支柱を取付ける部分には100mm以上のコンクリート下地が必要となり

　　ます。100mm以上のコンクリート下地が確保できない場合は取付けで

　　きませんのでご注意ください。

●　スロープ部には取付けできませんのでご注意ください。

　（スロープ部に取付ける場合は、埋め込みタイプをご使用ください。）

【木質下地の場合】 【コンクリート下地の場合】

部材・部品表（製品寸法） 注意
開梱後に部材数の確認及び部材に損傷がないかご確認ください。施工中
の部材の紛失・キズの発生については責任を負いかねますので施工前に
必ずご確認ください。

ME3111-1■■
支柱（屋外用）

1本入り

ME3112-1■■
支柱（屋外用）

1本入り
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高さ・角度調整タイプ

斜線部：埋め込み寸法
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φ45

高さ・角度調整タイプ

※■■には、色品番が入ります。（ＺＳ：シルバー・ＺＢ：ブロンズ）

ME3121-1■■
エンドブラケット

（屋外用）

1個入り なべ小ねじＭ4×25 1本

ME3124-1

パイプ用
　　アンカー

内径φ28用
　2個入り なべ小ねじＭ6×60　2本

Ｍ６
40

φ
27

.5

φ
27

.5

30

ME3101-4■■

ME3101-2■■

手摺パイプ
（屋外用）

各1本入り

ME3122-1■■

自在ジョイント
（屋外用）

1個入り タッピンねじＡ3×16　　2本
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選 択 部 材

電動ドライバー

電動ドライバー

〈木下地リード穴加工〉

ドリル径　φ4.5

木加工用ドリル

〈水抜き穴加工用〉

ドリル径　φ5.0

金属加工用ドリル

コンクリートドリル スパナ・モンキーレンチハンマー

ドリル径
φ8.5　コンクリート用ドリル

ダストポンプ

ベースプレートタイプ必要工具

口径13

※1

（ベース座取付用）
タッピンねじＡ6×40　　4本（木質下地用）

オールアンカーＣ8-50　　4本（コンクリート下地用）

同梱部材
六角棒スパナ5　　　　1本

六角棒スパナ3　　　　1本

施工説明書（本紙）　 1枚

同梱部材
六角棒スパナ5　　　1本

六角棒スパナ3　　　1本

施工説明書（本紙） 1枚

埋め込みタイプ施工ベースプレートタイプ施工

埋め込みタイプ施工ベースプレートタイプ施工

共 通 部 材 埋め込みタイプ施工ベースプレートタイプ施工

支柱

GL

水抜き穴
（φ5㎜程度）φ45

50㎜程度

20
0

注意

埋め込タイプを施工す

る場合、必ず支柱の地

面から50㎜程度の位置

に水抜き用の穴（φ5㎜

程度）を一箇所開けてく

ださい。







①　ナットをスパナ・モンキーレンチを使用して確実に
    締め付けます。
　　

②　ベースキャップをベース座に押し付けます。
　　

③　支柱の地面から50㎜程度の位置に、水抜き用の穴を一箇所

　　開けてください。

②　埋込んだ支柱は、必ず垂直になるように固定してください。

　　

【コンクリート下地の場合】

【木質下地の場合】

②　ベースキャップをベース座に押し付けます。
　　

【支柱埋込みタイプの場合】

ベースプレートタイプ施工 埋め込みタイプ施工

①　支柱の埋め込み部に、モルタル

　　やコンクリートを十分に均一に

　　流し込んでください。

　　

手順７

【支柱本固定】 【金具取付け】

全ての支柱が取付け面に対し垂直に

取付いている事を確認の上、本固定

します。

取付けは同梱のタッピンねじA6×40
にて確実に4ヶ所行ってください。

注意

Ａ6×40

ベースキャップ

ベース座

タッピンねじ

【施工後】

　取付けは同梱のオールアンカーＣ8-50
　にて確実に4ヶ所行ってください。

注意

ベースキャップ

Ｃ8-50
オールアンカー

ベース座

確実に締め
付けます

注意

●　支柱は必ず垂直に埋め込んでください。垂直になっていな
　　いと、手摺パイプが正しく取付けできない事があります。

●　養生期間中は、手など触れないようにしてください。
　　支柱が抜けたり、取付け面が破損するおそれがあります。

●　養生期間は、十分におとりください。

支柱は必ず垂直
になるように

自在ジョイント・エンドブラケットを

取付けます。

【エンドブラケット取付け】

④　エンドブラケットカバーの上端の引っ掛け爪をエンド

　　ブラケット本体溝に引っ掛けてドライバーでなべ小ねじ

　　Ｍ4×25を手締めにて固定してください。

【自在ジョイント取付け】

①  手摺にリード穴加工（φ2.4）を行います

②　自在ジョイントに同梱のタッピンねじＡ3×16で固定します。

注意

●　手摺パイプは奥まで差込んでください。

●　カップ部を回転させ取付ねじ穴を下に向けてください。
　　（雨水がたまらないように）

●　本製品の両端から100mm～150mm以内の位置に、必ず支柱
　　を設けてください。手摺パイプが外れたり折れてしまう
　　ことで、けがや重大事故につながるおそれがあります。

※　角度調整は0°～90°まで対応します。

タッピンねじA3×16

リード穴φ2.4

なべ小ねじ
Ｍ６×６０

パイプ用アンカー

エンドブラケット本体

①　パイプ用アンカーをエンドブラケットに同梱のなべ小ねじＭ6×60で仮止めします。

③　ドライバーでなべ小ねじＭ6を手締めしてください。

②　セットされたアンカーをパイプの奥までしっかり

　　差込みます。 手摺パイプ

▼

奥までしっかり

手締めで

エンドブラケットカバー
　　　　　（引っ掛け爪）
　　　　　　

Ｍ４×２５

手締めで

なべ小ねじ

手順８ 共通埋め込みタイプ施工ベースプレートタイプ施工

十分に均一
に流し込む

注意
パイプ用アンカーは、必ずエンドブラケットに
仮止めしてください。単体でパイプに挿入され
ますと取り出せなくなる事があります。

既存の取付面

モルタル・
コンクリート

取付け面がコンクリートの場合

取付け面が土の場合

コンクリート
土

①　タッピンねじＡ6×40を本固定します。
　　

●　水抜き用の穴は必ず開けてください。
　　寒冷地などでは、支柱内部にたまった水が凍りつき、思わ
　　ぬ不具合を引き起こす可能性があります。

水抜き穴
（φ5㎜程度）50㎜程度




